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２年生の夏休みに１匹のカマキリを見つけたことをきっかけにして、３年間観察を続けてきまし

た。１年目は脱皮と羽化の様子を、２年目は交尾と産卵の様子を、３年目は孵化と１齢幼虫からの

観察をしました。 

 

１ 実験の動機 

カマキリには体色が緑や茶色など様々な色のものがいます。３年間飼育していると、飼育下のカ

マキリは完全な緑色に育たないように思いました。そこで飼育下のカマキリと、自然下のカマキリ

で平均的な体色に何か違いがあるのではないかと考え、飼育下のカマキリと自然下のカマキリの体

色を調べることにしました。 

 

２ 実験１の方法 

実験の方法は飼育下のカマキリを４匹と、自然下のカマキリを畑から１０匹連れてきて、そのカ

マキリたちの前足の付け根あたりと背中のあたりの２箇所を撮影して、パソコンの画像処理ソフト

で色の RGB数値を出し、２箇所の色の平均を比較するという方法にしました。 

 

３ 実験１の結果と考察 

実験の結果は以下のようになりました。飼育下のカマキリは、自然下のカマキリより体色が暗い

色という事がわかりました。そして、自然下のカマキリの中には茶色のカマキリは１匹もいません

でした。飼育下では完全な茶色のカマキリが２匹、完全ではない茶色のカマキリ（前胸部分が緑、

背中が茶）が２匹で、緑色のカマキリはいませんでした。飼育下のカマキリと自然下のカマキリで

はそのような違いがあるということがわかりました。 

 



 

 

４ 実験２の動機 

カマキリの目は、次の写真のように夜になると黒くなります。このことは前から知っていました

が、詳しく観察はしていなかったのでこのことも観察してみようと思いました。 

 

 

５ 実験２の方法 

実験の方法は、眼が体色と同じ状態の

ときと黒い状態のときに白、青、赤色の

LEDをあてて写真を撮り、画像処理ソフ

トで RGB数値を出しました。それぞれど

んな状況のときに、何色をどれくらい吸

収しているかを調べることにしました。 

 

 

 

 



６ 実験２の結果 

実験の結果は、以下のようになりました。それぞれの LEDの色について、緑の目の時の反射を 100

として、それぞれどのくらい減ったのかをグラフで表しました。やはり赤の LEDのときは反射が大

きく減っていることがわかりました。特に Gと Bが他の色の LEDと比べて大きく減っていることも

わかりました。RGBの Rと Gは Bよりも吸収しているということがわかりました。また RGBの Bは

反射していて吸収できていないこともわかりました。 

ところが、青色の LEDのときは RGBの Bを複眼で反射していてほとんど吸収できていなかったけ

れどカマキリは眼が見えているかのように何かに登ったりつかもうとしていました。それに対して

赤色の LEDライトをあてているときにはカマキリの動きが止まり、つかもうとしたりもしなくなり、

眼が見えていないかのように思えました。目が黒くなることで赤色 LEDの時も多くの Gを吸収して

物がよく見えるはずなのにそうではありません。もともと赤色 LED には、G の光が少ないので、目

を黒くしても吸収出来ていないのかもしれません。赤色 LEDの時だけカマキリの状態が変になる理

由まではわかりませんでした。 

 

  

 

７ まとめ 

実験 1でわかったことは、飼育下のカマキリと自然下のカマキリでは平均的に色が違い、飼育下

のカマキリは自然下のカマキリより平均的に色が暗いことがわかりました。実験 2でわかったこと

は、赤色の LEDではカマキリは動きが止まり、眼が見えていないように見えました。実際に RGBの

R をほとんど反射していて吸収していなかったことがわかりました。しかし、青色の LED のときは

RGB の B を反射していました。でも赤色の LED とは違いカマキリはまるで見えているかのように何

かに登ったりしていました。光を吸収する(明るいか暗いかを判断する)のは、もうひとつの眼の単

眼という事を知りました。そこでカマキリに赤色の LEDをあてたときに周りが見えていないのは赤

色の LEDを単眼で吸収していないから見えていないのではないか、と思いました。今年は単眼のこ

とを調べてられませんでしたが、来年ももっとカマキリの目について調べてみようと思います。 

 


